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令和２年第４回杵築市議会臨時会に提出いたしました議案等につい

て、説明を申し上げます。 

 

はじめに、議案第１２７号 令和２年度杵築市一般会計補正予算（ 

第８号）について、説明を申し上げます。 

今回の補正は、主に新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金に伴う事業費について、総務費、民生費、衛生費、農林水産業費、

商工費、教育費を補正するもので、補正額を１億１，４３０万２千円

の増額とし、補正後の予算の総額を２２５億５１３万１千円といたし

ました。 

主な補正の概要を、歳出から款を追って、説明を申し上げます。 

まず、総務費では、新型コロナウイルス感染症の影響により、テレ

ワークやワーケーションなどに注目が集まっていることから、企業誘

致や移住に対応するため、市の空き施設の改修に要する経費５５５万

１千円、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となった２，０

００人以上を集めるイベントを次年度以降に開催するための給付金１

５０万円、市からの指定管理を受け運営を行う事業者のうち、経営継

続のため持続化給付金を受けた事業者に対する定額給付金３００万円

を計上しました。 

民生費では、学校在学中の障がい児に対する放課後等デイサービス

の利用者等の増による児童発達支援給付費３，６１３万７千円、国民

健康保険の特定健診の受診率の向上を図るための特別会計に対する繰

出金１，２８０万６千円、４月から６月までの間の新型コロナウイル

ス感染症の拡大期において、子育て関連施設に勤務していた職員に対

して１人３万円の商品券を配布する経費１，１１０万円、国の特別定

額給付金の基準日後に出生した新生児に対して、特別定額給付金と同

額の商品券を配布する経費１，５００万円を計上しました。 

衛生費では、県の指定を受けた「診療・検査医療機関」を対象に、
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発熱患者等専用の診察室の整備に要した費用を支援する経費２００万

円、インフルエンザの流行や重症化を減らすことで、医療現場の負担

を軽減するため、今年度に限り、高齢者のインフルエンザの予防接種

費用を無料とする経費４，０５１万８千円を計上しました。 

農林水産業費では、新型コロナウイルス感染症の影響で経営が厳し

くなった農家に、安全性が高く、高品質な花・野菜苗の安定供給を行

うため、苗を生産する育苗ハウスの網室化や防除機の導入を支援する

経費２５０万６千円、新型コロナウイルス感染拡大の影響や今後起こ

り得る自然災害による農業収入の減少等に備えるため、農業共済収入

保険制度に新規で加入する高収益作物栽培農家を対象に、加入者が負

担する保険料の半額を助成する経費９７万円、９月に発生した台風１

０号の強風により被災した人工ほだ場を早期に復旧するために要する

経費２５０万円、消費が落ち込んでいるハモの新たな販路開拓のため、

仲卸業者に対し、冷凍保管による出荷・販売調整等の製品管理に必要

な環境整備を支援する経費１８９万１千円を計上しました。 

商工費では、県が楽天市場に開設している「おんせん県おおいたオ

ンラインショップ」での杵築市特産品の販売を促進するために要する

経費２４２万円、観光客による交流人口の増加を図るとともに、飲食

店をはじめ土産店、宿泊施設等の売上げ回復や地域経済の活性化を目

指すため、「まち歩き観光クーポン」の増刷に要する経費２，４００

万円を計上しました。 

教育費では、新型コロナウイルス感染症防止対策として、臨時休業

等の際に、児童の自宅学習に活用する問題集のデータベース使用料１

２４万６千円、ＧＩＧＡスクール構想の運用にあわせてデジタル教科

書を使用し、コロナ禍にある現状の授業スタイルを効率的に進めるた

めに要する経費３７４万９千円、新型コロナウイルス感染症の影響で

中止した中学校の修学旅行のキャンセル料６４万１千円、新型コロナ

ウイルス感染症拡大防止を踏まえた成人式を実施するため、マウスシ
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ールドの配布や会場に来ることができない新成人及び保護者等に対し、

ウェブ上で式典の配信を行うために要する経費５３万８千円、７月豪

雨による影響で破損した大原邸長屋門の改修に要する経費１２９万８

千円、「きつき城下町資料館」のネットワーク環境を整備し、小学校

や児童館等とインターネットで繋ぐことで、杵築の歴史・文化財につ

いて学習する機会を提供するために要する経費８８万７千円、図書館

の学習席の増設と図書消毒機の設置に要する経費１６５万８千円を計

上しました。 

以上、歳出について申し上げましたが、その財源は、国・県支出金、

基金繰入金であります。 

 

次に、議案第１２８号 令和２年度杵築市ケーブルテレビ事業特別

会計補正予算（第３号）については、新型コロナウイルス感染症拡大

防止対策として、福岡波３波を放送し、自宅での娯楽を提供していま

すが、今年度の著作権料が発生しなかったため７２万１千円を減額し

ました。 

  

次に議案第１２９号 令和２年度杵築市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）については、新型コロナウイルスの影響で健診申込者

が例年に比べ減少していることから、受診率向上を図るためのキャン

ペーンを行う経費１，２８０万６千円を計上しました。 

 

次に、議案第１３０号 杵築市特別職の職員の給料月額の臨時特例

措置に関する条例の一部改正については、本市の財政状況を鑑み、市

長、副市長及び教育長の退職手当を減額するため、所要の改正を行う

ものです。 

 
次に、議案第１３１号 教育委員会の教育長の任命につき同意を求
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めることについては、本市教育委員会の教育長である清
きよ

末
すえ

陽
よう

一
いち

氏が、

令和２年１１月１７日をもって任期満了となるため、同氏を再任した

いので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規

定により、議会の同意を求めるものです。 
 

以上、提出いたしました予算議案３件、条例議案１件、人事議案１

件について、説明いたしました。 

 

何とぞ、よろしくお願い申し上げます。 

 

続きまして、報告第３５号について、説明を申し上げます。 

 

報告第３５号 専決処分の報告については、本市職員が公務中に起

こした物損事故について、地方自治法第１８０条第１項の規定により

専決処分いたしましたので、同条第２項の規定により議会に報告する

ものです。 

 

何とぞ、よろしくお願い申し上げます。 
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